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　要旨

鹿児島県喜入町の愛宕川河口干潟には，メヒル
ギやハマボウからなるマングローブ林が広がって
おり干潟潮間帯には，ウミニナ科に属するカワア
イ Cerithideopsilla djadjariensis，ウミニナ Batillaria 

multiformis，ヘナタリ Cerithideopsilla cingulataフ
トヘナタリ Cerithidea rhizophorarum，の 4種が同
所的に群生している．ウミニナ科の貝類は汽水域
や塩分の少ない内湾的環境の泥砂底ないし泥質の
干潟に生息しており，日本の干潟では最も普通に
見られる巻貝である．特徴は，成貝で殻長 50mm

内外，殻は細長い円錐形である．体層の縦張助が
弱く，殻口前端の張り出しが弱い．縦助は上部の
螺層で強く，螺助と交差して顆粒状になるが，下
方に向かって弱まる．縫合下とその次の螺溝の深
さが，同じである．殻色は暗褐色である．本研究
では，生態のよく分かっていないカワアイの分布
の季節変動を明らかにすることによって，生活史
を明らかにすることを目的とした．調査は愛宕川
河口の支流にある干潟で毎月 1回大潮または中潮
の日の干潮時に行った．3つの調査区を 60 m間
隔で設けた．3つの調査区において，25 cm × 25 

cmのコドラートをランダムに置き，コドラート
内のカワアイを全て採集した．またカワアイの殻
高をノギスを用い，0.1 mm単位で測定した．そ

の結果，上流側は下流側に比べて大型の個体が多
く，中流側では小型，大型の個体とサイズの幅が
広く見られた．小型の個体は春から夏にかけて下
流，中流で見られ，大型の個体は場所や季節に関
係なく出現する傾向があることがわかった．殻高
頻度分布では，30 mm以上の大型の個体はみら
れず，月毎にサイズのピークが右の方へ移動して
いることから，個体群全体として個体が，成長段
階にあることが分かった．また月毎の殻高の平均
値から，各 St.それぞれ大きな変化は見られず，
年間を通して一定であった．このことから，2003

年 1月から 2004年 1月にかけての期間で，幼貝
の定着は無かったことが分かる．またカワアイの
寿命は数年であることが判った．

　はじめに

カワアイ Cerithideopsilla djadjariensis (K.Martin, 

1899)，はフトヘナタリ科に属する汽水生腹足類
である．汽水域や塩分の少ない湾内環境の砂泥底
ないし泥底，干潟に生息している．特徴は，成貝
で殻長 50 mm内外，殻は細長い円錐形である．
体層の縦張助が弱く，殻口前端の張り出しが弱い．
縦助は上部の螺層で強く，螺助と交差して顆粒状
になるが，下方に向かって弱まる．縫合下とその
次の螺溝の深さが，同じである，殻色は暗褐色で
ある（波部，1955）．
カワアイの生態に関する研究は，発生様式に

ついては波部（1955）が，若松・冨山（2000）に
より，カワアイ，ウミニナ Batillaria multiformis 

(Lischke, 1869)，ヘナタリ Cerithideopsilla cingulate 

(Gmelin, 1791)，フトヘナタリ Cerithidea rhizo-

phorarum (A. Adamus, 1855)の分布様式と生活史
の一部が報告されている．また，真木ほか（2002）
がカワアイを中心にして，ウミニナ科 1種とフト
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ヘナタリ科 3種の分布と底質選好性の観点から，
カワアイ，ウミニナ，ヘナタリの 3種は少なくと
も干潟底質の違いによって，同所的生息を可能に
している，という詳しい考察がなされている．し
かし，カワアイは，サイズ頻度分布の季節変動な
どの基礎生態に関する調査例がほとんどなく，生
活史も不明な点が多い．そのため，本研究ではカ
ワアイの干潟での分布様式や生活史を明らかにす
ることを目的とした．

　調査地と方法

材料　本研究で調査対象としたカワアイはフ
トヘナタリ科に属する潮間帯の巻貝である．フト
ヘナタリ科の貝は汽水域や塩分の少ない湾内環境
の砂泥底，干潟に生息しており，日本産は 6属に
分けられている．
カワアイは本州から九州，東南アジアに分布

し，内湾潮間帯の泥砂に群生する．7–8月頃泥の
中にひも状の卵塊を産む（波部，1955；Wells, 

1984；山本・和田，1999；江川・坂下，2003；鹿
児島県，2004）．

調査地　調査は鹿児島県揖宿郡喜入町を流れ
る愛宕川の支流の河口干潟（31°23′N, 130°33′E）
で行った．愛宕川は鹿児島湾の日石原油基地の内
側に河口があり，この河口部で八幡川と交わって

いる．干潟周辺にはメヒルギやハマボウからなる
マングローブが広がっており，太平洋域における
北限のマングローブ林とされている．このため同
地は他の一般の海岸とは異なった生物相を持ち，
フトヘナタリ，ゴゲツノブエ，ヒメカノコなど，
他府県では既に絶滅あるいは出産の稀な種が普通
に見られる．調査地周辺の干潟上には，ウミニナ，
カワアイ，ヘナタリ，フトヘナタリの４種が生息
している．調査地から 1 km以上海側に下った河
口干潟にはホソウミニナが生息している．この河
口干潟は日石原油備蓄基地の影響もあり，一年を
とおして波の穏やかな場所である．
調査区の設置　愛宕川河口の支流にある干潟にお
いて，一つの干潟で，水平位置の異なる生息場所
での個体群の季節変化を比較するために，澪筋に
沿った流れの汀線際に 3つの調査 Stationを 60 m

間隔で設けた．干潟の末端部で川の本流に面した
下流側を Station A，メヒルギ林の端に位置する中
間地を Station B，メヒルギのマングローブ林内部
にある上流側を Station Cとした（Fig. 1）．
調査方法　2003年 1月から 2004年 1月の期間に
毎月 1回，大潮から中潮に調査を行った．ただし，
2004年 1月の St. Bは，調査地が大きく掘り返さ
れていたため，カワアイの採集が不可能であった．
その為，no dataとした．

Fig. 1．調査地の地図．
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Fig. 2．各 St.におけるカワアイの殻高頻度分布の季節変化．
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Fig. 3．殻高サイズの季節変動．
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St. A–Cの調査区 3地点においてコドラート設
定地を設けた．コドラート設定地は，カワアイが
主に生息している干潟の澪筋沿いのその周辺で最
も潮位の低い場所に設けた．各設定地において，
25 cm × 25 cmのコドラートをランダムに置いた．
コドラート内のカワアイを全て採取し，それを 1 

mmメッシュの分析篩でふるって貝を採集した．
個体数が約 100個体になるまで繰り返し行い，各
St.のプロット数を記録した．また，殻高をノギ
スを用いて 0.1 mm単位で計測して記録した．カ
ワアイは殻頂が欠けた個体は少ないので，殻高を
もって個体サイズとした．計測は調査地で行い，
計測を終えたサンプルは採集した調査区内にすみ
やかに再放流した．

　結果

サイズ分布の季節変化

サイズ頻度分布の月毎の季節変化を Fig. 2と
Table 1に示す．St. A（下流側）ではサイズのピー
クは 3月を除いて，6月まで 12–14 mmにあった．
7月には 10 mm未満の個体が今までより多く新
規加入が見られた．ピークも 14–16 mmに移動し
ている．8月には 12–14 mmに下がったが，9月
以降，20 mm前後の個体が集中し，10–1月まで

のピークは 18–20 mmにあった．
St. B（中流側），1月のピークは，16–18 mmに

あった．6月まで，小型の個体と大型の個体と両
方見られ，サイズのピークにもばらつきが見られ
たが，7月以降は一山型になり小型の個体はあま
り見られなかった．8月には 18–20 mmにあった
ピークが，11月までに 22–24 mmに移動していた．

St. C（上流側）では 1–3月までピークは 16–18 

mmにあった．4月には 12–14 mmと下がったが，
4月，5月，6月と右に 2 mmずつ移動し 6–8月
までピークは 16–18 mmにあった．9月，10月に
は 20–22 mmに移動したが，11月には 16–18 mm

にさがり，その後ピークは 18–20 mmにあった．

殻高サイズの季節的変動

殻高サイズの季節的変動を Fig. 3と Table 1に
示す．各 St.において，30 mm以上の大型個体は
あまり見られなかった．St. Aでは，7月までは
10 mm前後でほぼ一定であったが，8月以降少し
ずつ右上がりで推移している．St. Bと St. Cでも
除々に右上がりに推移しているが，年間を通して
ほぼ一定であり，大きな変化は見られない．殻高
の最小値が，定期調査の範囲である，下流，上流，
中流で 2.4 mm，4–8月にかけて見られた．最大

Fig. 4．各 St.における殻高サイズの平均値の季節変化．
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値が 2月で，32.1 mmであった．

各 St. における殻高サイズの平均値の月毎変化

殻高サイズの平均値を Fig. 4と Table 1に示す．
1月から 5月まで St. B（中流側）の平均値がどの
St.においても大きかった．しかし 6月以降，St. 

A（上流側）が上回っている．3つの St.を比較
してみると，下流側より，上流側の方が平均値が
高いことから，小型の個体は下流側に多く生息し，
上流側に行くにつれて，大型に個体が生息してい
ることがわかる．

各 St. の密度の月毎変化

密度の月毎変化を Fig. 5に示す．St. Aにおい
ては，1月から 7月にかけて減少が見られる．し
かし 10月から 12月にかけては，急激に増加して
いる．2004年 1月にはまた減少が見られた．St. 

Bでは 2003年 1月が一番多く，その後減少して
いっているが，5月から 9月にまた増加が見られ
る．St. Cでは，2003年1月から徐々に増加していっ
ている．12月にピークが見られ，2004年 1月に
急激な減少が見られた．各 St.共に，7月，8月，
9月の夏季に減少の傾向があることがわかった．

Fig. 5．各 St.における生息密度の季節変化．

Staion A Station B Staion C
月 平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値

2003年 1月 12.1 2.6 4.7 25.4 18.7 4.8 8.8 31.2 13.9 3.6 6.8 30.4
2月 13.9 2.8 8.8 24.4 15.8 4.5 8.7 32.1 15 3.9 7.7 28.3
3月 13.1 2.3 9.4 20.4 15.3 4.5 7.4 26.5 14.6 3.5 7.8 25
4月 13.1 2.5 7.6 26.3 16.2 5.3 2.4 30.2 14.6 2.6 7.5 20.9
5月 12.8 1.9 9.3 20.6 16.9 4.5 10.1 26.8 16.2 3.6 10.3 29.1
6月 13.6 2.7 5.6 23.4 15.6 3.8 5 26.5 16.9 3.6 9.5 26.8
7月 12.6 3.6 4.5 19.5 16.6 4.7 4.5 29.6 18.3 3.9 10.4 27.8
8月 13.5 3.9 5.3 26.9+ 17.4 3.2 8.7 27.2 18.8 3.3 12.2 29
9月 15.3 2.2 7.7 19.6 18.2 2.5 12.2 23.8 20.8 3.4 11.8 30.3

10月 16.1 2.4 8.4 21.1 18.8 2.6 12.5 25.5 20.4 3.3 11.8 27.9
11月 16.3 2.2 9.8 25.1 21.2 3.8 2.4 28.5 16.8 2.9 5.4 24.2
12月 16.6 2.2 10.8 26.3 17.2 2.5 11 24.4 20.7 3.2 10.8 29.5

2004年 1月 16.6 2 8.9 22.3 20.5 3.2 12.5 27.8

Table 1．殻高サイズの季節変動．
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　考察

本研究で調査を行った，喜入干潟におけるカ
ワアイのサイズ頻度分布に関しては，本研究と同
じ調査地域で，ウミニナ科 1種とフトヘナタリ 3

種（ウミニナ，カワアイ，ヘナタリ，フトヘナタ
リ）の分布と底質選考性に関するものがある（真
木ほか，2000）．そこで，本研究で対象としたカ
ワアイのサイズ頻度分布の季節変化に関しての研
究結果と比較しながらすすめる．カワアイのサイ
ズ頻度分布について，真木ほか（2000）によると，
2000年 4月から 2001年 3月までの殻高頻度分布
では，ほぼ一山形を示した．20 mm未満の個体
はほとんど見られず，26–28 mmのサイズグルー
プが多くみられた．上流側では大型の個体が多く
分布しており，中流，下流側では出現個体の幅が
広く，比較的，小型の個体も多く分布していた，
としている．
本研究の調査では，17–18 mm前後のサイズグ

ループの個体が多く見られた．26 mm以上の大
型個体はほとんど見られず，真木ほか（2000）の
殻高頻度分布と比較すると，大型の個体が減少し
ていることがわかる．このことから大型個体の，
死亡率が高いと考えられる．また，サイズのピー
クが St. A（下流側）においては，12–14 mmから
18–20 mm，St. B（中流側）においては，16–18 

mmから 22–24 mm，St. Cにおいては，16–18 mm

から 20–22 mmへ移動しており，月毎に徐々に右
へ推移していっている．この事などから，個体群
全体として，個体が成長段階にあると考えられる．
またカワアイは，少なくとも，成長段階において
1年間で 8–10 mm近く成長することが明らかに
なった．

St. A（下流側）では，他の St.と比較すると 10 

mm未満の個体が多く見られ，また 7–8月にかけ
て二山型のグラフを示し，新規加入が見られた．
しかし，カワアイの新規加入は 4–6月にかけて多
いと報告されている（若松・冨山，2000）．本研
究で 4–6月に新規加入が見られなかったのは，
2003年 1月から 2004年 1月までの調査期間中に
おいて，幼貝の定着がなかった為だと推定できる．

St. B（中流側）では，大型の個体と小型の個体と
それぞれ見られ，ピークにもばらつきがみられた．
St. C（上流側）では，下流側と中流側とで比較す
ると，大型の個体が比較的多く分布していた．こ
れは，真木ほか（2000）の報告と一致している．
大型の個体が下流側より上流側に多い原因は，そ
の大型の個体が移動する力を持っており，これま
で下流側で生活していた貝が移動したためと考え
られる．このことから，小型の貝は干潟のより海
に近い下流側で過ごし，大型の貝になって，干潟
全体に生息を広げているということがわかる．
各 St.の密度の月毎変化から，カワアイは，7月，

8月，9月の夏季に生息密度が減少する傾向が見
られた．10月から 11月にかけては急激な増加が
見られる．殻高サイズの平均値と比較してみると，
密度が増加する 10月から 11月にかけては，大き
な変化はみられず，ほぼ一定であった．真木ほか
（2000）は，ウミニナは干出に対する耐性が高いが，
カワアイ，ヘナタリは耐性が低いと報告している．
このことからカワアイは，夏季の高温による乾燥
から回避する傾向があり，気温が比較的に下がる
10月から 11月にかけて多く出現するのではない
かと考えられる．

St. A（下流側）の干潟は他の St.と比べると，
比較的泥が多く，細かい粒子で構成されている泥
砂地である．真木ほか（2000）によれば，カワア
イは，底質を構成する粒子が比較的細かいところ
を好む傾向にある，と報告している．今回の調査
結果においても，St. A（下流側）が，他の St.と
比較すると生息密度が高くなっていることは，一
概には言えないが，その為ではないかと示唆され
る．
今回の調査から，標準偏差や殻高サイズの平

均値において，カワアイは成長段階であり，サイ
ズの平均値に大きな減少も見られないことから，
幼貝の定着は無かった事が明らかである．また，
カワアイの寿命は数年であると推定できる．本研
究で検討できなかったものとして，幼貝の定着場
所と捕食者の有無などがあげられる．今後，これ
らに関しても広範な調査研究が必要であると思わ
れる．
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